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長

　
お
か
ら
ん
は
薬
局
で
の
取
り
扱
い
を
目
的
と
し
た
食
品
な
の
で
、

食
の
専
門
家
や
栄
養
士
の
先
生
が
揃
って
い
る
県
立
大
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
、品
質
の
信
頼
性
と
食
味
の
良
さ
を
追
求
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。今
回
、商
品
の
コン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、企
業
が
大
学
と
の
共
同
研
究
で
求
め

て
い
る
の
は
、具
体
的
な
開
発
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、企
画
段
階
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
提
供
だ
と
感
じ
ま
し
た
。県

立
大
に
は
こ
れ
か
ら
も
、地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
役
割
を
担
って
い
た
だ
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。お
か
ら
の
ほ
か
、

三
陸
沿
岸
の
海
藻
類
な
ど
も
、使
わ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
る「
も
っ
た
い
な
い
も
の
」で
す
。こ
う
し
た
食
材
を
使
っ
た

商
品
開
発
も
、県
立
大
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
手
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海藻を使った低カロ
リーのドレッシングなど、
新たな商品の開発に
も意欲を燃やす細田
社長。

・・・・・・・・・・・・

（株）ファーマ・ラボ ホームページ　http://www.pharma-labo.co.jp/

り
、お
か
ら
パ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
し

た
」と
、乙
木
隆
子
准
教
授
は
語
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
お
か
ら
パ
ン
は
、

「
お
か
ら
ん
」と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。お
か
ら
と
卵

白
を
主
原
料
と
し
、２
本
で
55
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

と
い
う
日
本一低
カ
ロ
リ
ー
な
主
食
を
完
成

さ
せ
た
の
で
す
。「
お
か
ら
ん
は
健
康
を
求
め

る
お
客
様
が
訪
れ
る「
薬
局
」で
販
売
し
、

「
食
事
改
善
提
案
」と
し
て
、栄
養
士
が
商
品

説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
」と
話
す
細

田
社
長
。ファ
ーマ・ラ
ボ
で
は
お
か
ら
ん
の
販

売
に
伴
い
、栄
養
士
を
新
た
に
3
人
雇
用
。

春
に
は
製
造
工
場
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、さ
ら
な
る
地
元
雇
用
に
よ
る
震
災
か
ら

の
復
興
へのつ
な
が
り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、県
立
大
学
で
は
、お
か
ら
ん
の
製

造
に
係
る
技
術
の一部
に
つい
て
フ
ァ
ー
マ・ラ

ボ
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
立
大
学
で
は
今
後
も
企
業
や

自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
産
業

を
活
性
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

健
康
の
保
持・改
善
と
、

地
域
の
雇
用
に
貢
献
す
る

お
か
ら
パ
ン
開
発
に
成
功
。

　
お
か
ら
パ
ン
の
開
発
を
引
き
受
け
た
の

は
、盛
岡
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
専

攻
の
乙
木
隆
子
准
教
授
を
中
心
と
し
た

開
発
チ
ー
ム
。最
初
に
着
手
し
た
の
は
、商

品
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
。フ
ァ
ー
マ・ラ
ボ
の

２
人
の
栄
養
士
と一
緒
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

だ
れ
か
、形
は
ど
う
す
る
か
、カ
ロ
リ
ー
は

ど
の
ぐ
ら
い
か
、味
は
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、細
か
く
絞
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
開
発
作
業
が
本
格
化
し
て
か
ら
も
、苦

労
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。お
か
ら
の
栄

養
価
を
崩
さ
ず
に
、カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
た

り
、お
か
ら
独
特
の
に
お
い
を
軽
減
さ
せ

た
り
、ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
味
に
し
た

り
す
る
た
め
に
、栄
養
教
育
や
臨
床
栄
養

学
、食
味
改
善
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
の
先
生
た
ち
が
総
力
を
結
集
。「
食
物

栄
養
学
専
攻
の
先
生
が
み
ん
な
で
関
わ

お
か
ら
を
原
料
に
し
た
低
カ
ロ
リ
ー
の
主

食
用
食
材
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
つ
い
た
細

田
社
長
。食
品
開
発
の
経
験
は
な
い
た

め
、久
慈
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、3
年
前
に
共
同
研
究
を
進
め
て
く
れ

る
大
学
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

　
で
ん
ぷ
ん
質
で
膨
ら
み
に
く
い
お
か
ら

を
パ
ン
に
す
る
と
い
う
難
題
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
の
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
技
術

を
応
用
し
、米
粉
１
０
０
％
の
製
パ
ン
に

成
功
し
た
実
績
を
持
つ
山
形
大
工
学

部
。同
大
の
技
術
で
パ
ン
の
よ
う
に
膨
ら

ま
せ
る
こ
と
は
成
功
し
た
も
の
の
、食
品

開
発
と
し
て
は
食
味
や
栄
養
価
も
欠
か

せ
な
い
要
素
。そ
こ
で
久
慈
市
は
さ
ら
に

栄
養
学
の
専
門
家
の
力
を
借
り
る
べ
く
、

地
域
連
携
の
研
究
の
た
め
の
協
力
体
制

が
整
って
い
る
岩
手
県
立
大
学
の
地
域
連

携
本
部
へ
協
力
を
依
頼
し
た
の
で
す
。

「
食
の
専
門
家
の
力
が
必
要
」

企
業
か
ら
の
依
頼
で

共
同
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。

　
昨
年
11
月
、久
慈
市
内
で
薬
局
を
経

営
す
る
株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ・ラ
ボ
が
、岩

手
県
立
大
学
や
山
形
大
学
と
共
同
開
発

し
た
国
産
の
お
か
ら
を
使
用
し
た
お
か

ら
パ
ン「
お
か
ら
ん
」の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。フ
ァ
ー
マ・ラ
ボ
の
細
田
稔
男
社
長
は
、

「
健
康
は
薬
だ
け
で
維
持
す
る
も
の
で
は

な
く
、日
頃
の
食
事
や
運
動
で
管
理
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
、以
前
か
ら

考
え
て
い
ま
し
た
」と
、商
品
開
発
に
至
っ

た
思
い
を
語
り
ま
す
。

　
岩
手
は
豆
腐
の
消
費
量
が
多
い
も
の

の
、栄
養
価
の
高
い
お
か
ら
が
産
業
廃
棄

物
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
お
か
ら
」を
活
か
し
て
商
品
開
発
、

人
々
に
健
康
を
、地
域
に
活
力
を
。

「
お
か
ら
」を
活
か
し
て
商
品
開
発
、

人
々
に
健
康
を
、地
域
に
活
力
を
。

日
本
一
低
カ
ロ
リ
ー
な
主
食
を
つ
く
り
た
い
。

そ
の
た
め
に「
お
か
ら
」に
注
目
し
た
の
は
、

県
内
で
薬
局
を
経
営
す
る
企
業
で
し
た
。

品
質
と
味
を
追
求
す
る
た
め
、

盛
岡
短
期
大
学
部
に

開
発
の
協
力
を
依
頼
。

専
門
知
識
を
結
集
し
て
臨
ん
だ

共
同
研
究
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
食
材
の
力
で
岩
手
を
元
気
に
す
る
に
は
？

地
域
食
材
の
力
で
岩
手
を
元
気
に
す
る
に
は
？

「おからん」の開発を手がけた乙木隆子准教授（中央）とファーマ・ラボの栄養士、嵯峨優季（左）さんと岩崎裕利佳（右）さん。
「おからん」はおからと卵白が主原料。主食をおからんにするだけで、一食150kcal以上のカロリーを減らせるという。
食べやすいように工夫を重ねて開発された「おからん」。おからが原料なので洋風だけでなく和風のテイストにもマッチする。
「おからん」を販売するときは、栄養士が食の改善アドバイスを行う。商品だけでなく健康をトータルに考えた提案。
材料を配合し、製造を手がける栄養士。春には製造工場が着工する予定。
昨年10月、「おからん」発売記念としてランチコンサートが開催された。写真はコンサートの様子。
盛岡短期大学部の開発チーム（左から）長坂慶子准教授、笹田怜子助教、乙木隆子准教授、小泉千嘉助手、松本絵美助教

「おからん」開発フロー

1

おからん
［おからパン］

新技術
開発

高い
付加価値 健康増進おからの

再利用

岩手県立大学

山形大学

地域雇用の創出 地域産業の活性化

久慈市

ファーマ・ラボ

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

コーディネート

企画・製造・販売

［共同開発］

研究協力
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大学が担う役割を5大学で議論
県内の五つの大学による組織「いわて高等教育コン
ソーシアム」は、「いわての復興～5大学の果たす役割と
は～」と題し、復興支援に関するシンポジウムを開催。
県内外から140名が参加しました。達増知事の基調講
演に続き、各大学がこれまでの支援活動を報告。その
後のパネルディスカッションでは、被災地の復興に果た
す大学の役割、人材育成について、５大学の代表らが
意見を交わしました。

冬のキャンパスを幻想的に彩る
雪と灯りの饗宴「夢灯り」開催
昨年12月16日、本学では毎年恒例となっている「夢灯
り」が開催。中央モールに設置されていたイルミネー
ションの光が、闇夜に舞い散る雪を照らす様子はまさ
に幻想的。その一方、メイン会場となった学生ホール棟
は雪だるまなどをモチーフとしたバルーンアートで飾り
付けられていました。また学生による発表や模擬店、福
引といった企画が催され、冬の寒さを感じさせないほ
どの賑わいを見せていました。

未来の自分を創造するミライトークカフェ
岩手県立大学同窓会「素心知困の会」によるミライトー
クカフェが、2月4日に本学3階食堂で初開催。このイベ
ントはゲストである約30人の卒業生に、在学生や教員
が自由に話を聞くことができる企画です。
当日は100人を超える参加者が集まり、詳しい仕事内容
や職場の様子などについて、熱心に話を聞いていまし
た。イベント終了後には「また開催してほしい」という参
加者の声もあり、充実したものになったようです。

NHK「東北発★未来塾」ワークショップに学生が参加
本学ソフトウェア情報学部柴田研究室の学生4名が、４月からNHKで放
送開始の番組「東北発★未来塾」のワークショップに参加しました。こ
の番組は、さまざまな業界の第一人者を講師に招き、東北の未来の担
い手である学生など若い世代が〝未来を創るチカラ”を学ぶ塾です。
ワークショップでは東北大学や山形大学などの学生と共に東北の復興
について人と人との繋がりなどのテーマのもとに様々なアイデアを出
し合い、その様子は、3月11日の特番で放送されました。参加した今琢
磨さんは「東北が震災前から抱えていた問題と、震災での問題、どちら
も解決しなければ本当の復興ではないと感じた」と話しています。

東日本大震災犠牲者への追悼を
行いました
3月16日、宮古短期大学部の学位記授与式に先立ち、東
日本大震災の犠牲者を悼み、卒業生、参列者による献
花及び黙祷を行いました。さらに22日の岩手県立大学
各学部・盛岡短期大学部の学位記授与式においても黙
祷による追悼を行ないました。今後、滝沢・宮古の両
キャンパスで、犠牲者の追悼と地域振興を祈念し、復興
植樹式を行う予定です。

副学長   
　副学長（教学）　佐々木 民夫 
　副学長（地域連携）　柴田 義孝 

学部長等   
　看護学部長　武田 利明 
　社会福祉学部長　遠山 宜哉  
　ソフトウェア情報学部長　渡邊 慶和  
　総合政策学部長　豊島 正幸 
　共通教育センター長　佐々木 民夫（副学長（教学）兼務）

本部長   
　教育研究支援本部長　齋藤 俊明 
　学生支援本部長　石堂 淳 
　地域連携本部長　柴田 義孝（副学長（地域連携）兼務）
※新任者のみ掲載   

  
退職（平成24年3月31日付け）
　社会福祉学部　教授　佐藤 嘉夫
　社会福祉学部　教授　細江 達郎
　総合政策学部　教授　遠藤 昌雄
　総合政策学部　教授　田中 信孝
　共通教育センター　教授　板垣 完一
　盛岡短期大学部　教授　菅原 正子
　看　護　学　部　教授　森 一恵

　社 会 福 祉 学 部  准教授　張 京萍 
　ソフトウェア情報学部　准教授　藤原 康宏
　共通教育センター　准教授　藤井 義久
　盛 岡 短 期 大 学 部 　助　手　小泉 千嘉

採用（平成24年4月1日付け）   
　看 護 学 部  准教授　工藤 真由美
　社会福祉学部　准教授　佐々木 千晶
　社会福祉学部　准教授　福島 朋子
　社会福祉学部　講　師　菅野 道生
　社会福祉学部　講　師　山岡 由美
　総合政策学部　准教授　伊藤 健宏
　盛岡短期大学部　講　師　佐藤 恭子

昇任（平成24年4月1日付け）   
　看 護 学 部  教　授　上林 美保子
　看 護 学 部  准教授　小澤 尚子
　看 護 学 部  講　師　小嶋 美沙子
　看 護 学 部  助　教　野田 真貴子
　看 護 学 部  助　教　原 瑞恵
　社会福祉学部　教　授　高橋 聡
　社会福祉学部　教　授　三上 邦彦
　社会福祉学部　准教授　細越 久美子
　社会福祉学部　講　師　櫻 幸恵
　総合政策学部　准教授　金子 友裕
　盛岡短期大学部　教　授　本間 義規
　宮古短期大学部　准教授　松本 力也

12.162.27

MIYAKO JRC                          

 平成23年度学長奨励賞 2.10

12.1 2.4 2.28

3.16

宮古短期大学部「JRC」、県内被災地唯一の大学と
して地域に根ざした支援活動を展開中！
宮古短大部JRCは、平成20年秋から準備を始め、平成21年４月に活動開始して３年目。
その間､宮古市社会福祉協議会のご指導も戴き、老人ホーム訪問や切手収集などのボ
ランティア活動を行なってきました。東日本大震災発生後は、津波被災地で学ぶ学生と
して、宮古市社会福祉協議会と連携しつつ地域の復興に向けたボランティア活動に従
事しました。泥と日焼けで真っ黒になりながら側溝の海水や泥の清掃、個人宅の片付
け、全国各地の方々からの支援物資の仕分けなどを行いました。メンバー数は、震災前、
学生５名と教員１名でしたが、現在、学生の積極的な参加により40名となりました。秋頃
から、仮設住宅のサロン運営の補助、独居高齢者の孤立を防ぐ訪問活動や生活再建へ
の協働など、地域の方々の心と心の架け橋とな
るよう取り組んでいます。

また、静岡大学ボランティアサークルの皆さんが
育てたサツマイモで、シチューなどを作って仮設
住宅で振舞ったところ、大好評を博しました。地
道な活動でしたが、今年度の学長奨励賞を戴き、
大いに励みになっています。今後も、心を一つに
活動するなかで、地域の皆様との絆を強め活動
していきます。

岩手県立大学のニュースやイベントなど、旬のトピックスをご紹介します。I P U  T O P I C S

「がんばろう！岩手」学生と岩手県知
事の意見交換会が開催されました
昨年12月16日、本学の「学生ボランティアセンター」と、
総合政策学部の学生たちで構成される「復興girls*」が
参加し、被災地復興支援の活動報告を行いながら、被
災地の復興について達増知事と意見交換を行いまし
た。「ボランティアセンター」では、日々の取組みや活動
を振り返るトレーニングなどにより、学生たちに蓄積さ
れていた知識やスキルが円滑な支援体制へつなげら
れた点、県産品の販売を通じて復興を支援する「復興
girls*」は、ビジネスを通じた支援活動である点に評価
をいただき、学生たちも今後の活動への気持ちを新た
にしていました。

「生活音識別ソフトウエア」の開発提案
がＪＳＴ研究支援プログラムに採択
猿舘朝（あした）さん（ソフトウェア情報学研究科（博士後期課程））
の「生活音識別ソフトウエア」の開発提案が（独）科学技術振興機
構（ＪＳＴ）の2011年度研究支援プログラム「若手起業家タイプ」
に採択されました。猿舘さんは聴力を補償して情報を伝えることに
興味があり、生活音を自動識別して聴覚障がい者に伝える「生活音
識別システム」を研究、「コンピュータに耳をつけること」をテーマ
に取り組んできました。今後は支援プログラムを活用し、ソフトの
完成と起業、そして普及を目指しています。

看護学部
◎看護学部学生有志代表　佐藤 光 他19名　
　東日本大震災時の、大学構内の避難者の対応・
　安否確認・災害復興支援活動の実施。

ソフトウェア情報学研究科
◎荻原勇一、高橋恭平、田村 亘、増尾拓朗、今 康徳、佐々木 丈、 
　浅井勇貴、髙橋剛史、熊谷彩夏　情報処理学会第73回全国大会「学生奨励賞」受賞。
◎芦野健太郎、川原啓輔、三矢慶子　情報処理学会第73回全国大会「推奨卒業論文」認定。
◎長宝有希　DPS Workshop 2011「学生奨励賞」受賞。
◎佐々木 豊　DPS Workshop 2011「最優秀学生論文賞」受賞。
◎猿舘 朝　研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）本格研究ステージの若手起業家タイプに採択。
◎チームIWAPU 代表 斉藤裕之他4名  NTCIR-9に参加、高い評価を受け、本学部の技術力・研究レベルの高さを国内外に発信。

総合政策学部
◎今野明咲香　東北地理学会学術誌「季刊地理学」に投稿。日中環境学生ミーティングで、日中の環境を学ぶ学生の交流を促進。
◎復興girls*代表  野中里菜 他7名　
首都圏等や岩手県内で物販等のイベントを開催し、被災地企業の復興支援に貢献。
本学の被災地復興に対する活動について社会的に高い評価を獲得。

看護学部・ソフトウェア情報学部・総合政策学部
◎木下大輝、照井友香子、佐藤祐太、佐々木美南子、原子康成
　東日本大震災時の総合政策学部及び全学レベルでの学生安否確認に大きく貢献。

少林寺拳法部
◎大塚 学　東日本大震災復興支援第44回少林寺拳法東北学生大会で優秀な成績を収めた。

さんさ踊り実行委員会
　2010、2011年度の２年連続最優秀賞を受賞。

学生災害ボランティアセンターチーム
◎代表 伊東駿平 他9名　東日本大震災発生当初より、川前地区を中心に災害時要援護者を巡回、安否確認等を実施。

いわてGINGA-NETプロジェクト
◎代表 八重樫綾子 他20名　「いわてGINGA-NETプロジェクト」を結成し、企画・運営を行い、社会的に高い評価を獲得。

IDOプロジェクト～フィリピンの子どもたちに豊かな水を！～
◎代表 鈴木佐知子 他13名
　2011年3月にフィリピンで井戸掘りなどのワークキャンプを実施、国際協力活動が社会的に高い評価を獲得。

宮古短期大学部JRCサークル
◎代表 川戸道美紗子 他39名　被災した宮古市において、社会福祉協議会等と連携し、積極的にボランティア活動を実施。

復興girls*が「準大賞」を獲得しました
学生の「社会人基礎力」がどれだけ成長したかを競う「社会人基
礎力育成グランプリ2012」の「決勝大会」が2月27日に行なわ
れ、本学の復興girls*が、イベントを通じた被災地の仕事の復興
を支援する取組みを発表し、見事に「準大賞」を獲得しました。
全体で88大学108チームが各地区の予選大会に参加する中、復
興girls*は「北海道・東北地区予選大会」で「優秀賞（第１位）」に
選出され、決勝大会に臨みました。

蒼翔祭で工作指導

側溝の泥出し 

仮設団地でシチューの提供 

12.16

              いわて未来づくり機構　
              ワークショップが開催されました
12月18日、宮古短期大学部において「いわて未来づくり機構 公
募型復興企画推進作業部会（座長：相澤徹理事長）」によるワー
クショップ「いわて三陸復興のかけ橋」が開催されました。ワー
クショップの前半では、達増岩手県知事からの基調講演と、劇作
家・演出家の平田オリザさんから「新しい広場を作る」と題した
講演が行われました。後半では、平田さんをファシリテーター
に、コミュニケーションゲームや身体を使ったワークを通じて、
「イメージを共有する」際のポイントを学びました。

12.18

2.4

「学長奨励賞授与式」が
行なわれました
2月10日に、中村学長から個人及び団体26組に対し、
学長奨励賞の表彰状、記念品そして副賞の授与が行
なわれました。
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